
わ

に
人
気
で
、
住
人
の
技
と

若
い
世
代
の
ア
イ
デ
ア
の

コ
ラ
ボ
が
楽
し
め
そ
う
と

伊
藤
さ
ん
は
考
え
て
い
ま

す
。
手
芸
品
は
若
い
世
代

の
得
意
分
野
を
活
か
し
、

ネ
ッ
ト
で
販
売
す
る
計

画
。
伊
藤
さ
ん
は
、
若
い

世
代
の
行
動
が
、
地
域
に

ど
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り

を
作
っ
て
い
く
か
を
実
感

し
て
も
ら
え
る
と
、
若
い

世
代
も
地
域
に
入
っ
て
き

や
す
い
の
で
は
、
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ

　

伊
藤
さ
ん
は
、
将
来
的

に
普
請
の
塾
を
開
き
、
卒

業
し
た
塾
生
が
他
の
地
域

に
入
っ
て
い
く
き
っ
か
け

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。「
特
に
、

話
題
に
な
っ
て
い
な
い
地

域
、
魅
力
や
ブ
ラ
ン
ド
力

を
十
分
出
せ
て
い
な
い
地

域
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が

で
き
て
い
な
い
地
域
な
ど

へ
入
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
大
工
も

カ
フ
ェ
も
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
と
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「
様
々
な
ご
縁

で
和
歌
山
を
訪

れ
た
方
々
が
冷

水
浦
の
普
請
の

現
場
に
集
ま
っ

て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
地
域
の

人
々
も
支
え
て

く
れ
ま
し
た
。」

と
伊
藤
さ
ん
。

作
業
の
半
分
以

上
は
地
域
の
人

の
力
を
借
り
、

住
民
が
温
か
く

迎
え
て
く
れ
る

と
い
う
雰
囲
気

は
現
実
に
な
り
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
「
普
請
」

を
「
お
金
儲
け
で
は
な
く
、

み
ん
な
の
縁
を
繋
い
で
暮

ら
し
を
良
く
す
る
営
み
」

だ
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

漁
村
に
カ
フ
ェ
が

　

普
請
を
通
し
て
縁
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ

か
ら
も
縁
を
繋
い
で
い
く

た
め
の
カ
フ
ェ
「
チ
ャ
イ

と
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
」
を
オ
ー
プ
ン
し

な
ぜ
冷
水
浦
に
？

　

海
南
市
は
県
庁
所
在
地

で
あ
る
和
歌
山
市
の
南

隣
。
冷
水
地
区
に
は
Ｊ
Ｒ

き
の
く
に
線
の
冷
水
浦
駅

が
あ
り
、
阪
和
自
動
車
道

の
海
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
も
近
く
、
意
外
と
交
通

の
便
が
い
い
地
区
で
す
。

過
去
に
は
漁
村
と
し
て
栄

え
、
自
然
豊
か
な
冷
水
浦

に
伊
藤
さ
ん
は
注
目
し
ま

し
た
。

　

漁
村
に
関
心
が
あ
り
、

大
学
で
漁
村
の
研
究
を
積

ん
で
き
た
伊
藤
さ
ん
。
海

際
に
住
む
憧
れ
を
実
現
す

る
た
め
、
業
者
か
ら
紹
介

し
て
も
ら
っ
た
冷
水
浦
の

空
き
家
を
購
入
し
た
そ
う

で
す
。

普
請
で
ご
縁
を
つ
な
ぐ

　

伊
藤
さ
ん
は
、
普
請
と

い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。

普
請
と
は
「
普
く
人
々
に

請
う
」
と
い
う
意
味
。
多

く
の
人
々
に
協
力
し
て
も

ら
い
改
築
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

普請とカフェは地域の縁をつなぐ
　2018 年に海南市冷水地区（以下、通称の「冷水浦」と呼称します）に空き家を普請して「チャイとコーヒーとクラフトビール」というカフェを立ち
上げた大工の伊藤智寿さん。大阪から漁村に移住してきて、どんな縁をつないでいったのか、お聞きしました。

ま
し
た
。伊
藤
さ
ん
は「
冷

水
浦
の
た
め
に
協
力
し
て

い
き
た
い
。
住
民
と
の
縁

を
通
し
て
こ
の
冷
水
浦
を

変
え
て
い
け
る
機
運
を
感

じ
て
い
ま
す
。」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
フ
ェ
を
地
域
に

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、

音
楽
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
す
る
な
ど
、
住
民
の

み
な
さ
ん
に
カ
フ
ェ
に
足

を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
か
ら

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

伊
藤
さ
ん
は
冷
水
浦
で

さ
ら
に
お
店
を
増
や
し
て

い
く
計
画
で
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
手
芸

店
。
地
元
の
高
齢
者
が
集

う
手
芸
ク
ラ
ブ
で
、
ニ
ッ

ト
の
編
み
方
や
裁
縫
、

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
「
手
作
り
の
雑
貨
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
若
い
世

代
に
伝
え
た
い
」
と
希
望

し
て
い
る
住
民
を
伊
藤
さ

ん
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
編
み

物
は
、
意
外
と
若
い
世
代

ら
え
、「
大
工
」
と
「
カ

フ
ェ
」
の
「
カ
ギ
」
で
扉

を
た
く
さ
ん
開
け
て
、
地

域
の
知
ら
な
い
魅
力
を
掘

り
起
こ
し
、
じ
っ
く
り
と

時
間
を
か
け
て
、
魅
力
を

広
報
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
だ
と
強
調
し
ま
す
。

カ
フ
ェ
を
発
信
基
地
に

　
「
カ
フ
ェ
を
拠
点
に
地

域
の
人
た
ち
み
ん
な
で
行

動
す
れ
ば
地
域
も
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。」
と
伊
藤

さ
ん
。
そ
こ
で
の
前
向
き

な
議
論
が
地
域
の
盛
り
上

が
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

逆
に
弱
点
を
さ
ら
け
出

し
て
、
公
開
し
て
い
く
こ

と
も
地
域
と
の
か
か
わ
り

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち

に
恵
ま
れ
て
い
る
」
と
言

え
る
人
は
幸
せ
で
す
。

　

地
域
の
人
と
の
ご
縁
を

つ
な
い
で
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
の
社
会
や
暮
ら
し
を

守
っ
て
い
く
。「
こ
れ
か

ら
の
地
域
の
あ
り
方
を
考

え
て
い
く
絶
好
な
場
が
冷

水
浦
で
し
た
」
と
い
う
伊

藤
さ
ん
。
カ
フ
ェ
が
ど
の

よ
う
に
進
化
し
て
い
く
か

注
目
で
す
。（
森
下
和
紀
）

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」
バックナンバー PDF 版を掲載
中。スマートフォンからもご覧
いただけます。

しみず

ともひさ

しみずうら

和歌山市NPO ・ボランティア推進協議会だより

紀の川河口周辺のまちづくりの未来

こども落語ワークショップ特別編

日　程 12 月 9 日（土）

内　容 午前の部…まちあるき（南海紀ノ川鉄橋、紀の川第 5緑地、河西橋、 

 有吉佐和子記念館）

 午後の部…パネルディスカッション「紀の川のかわまちづくりに向 

 けて」（和歌山市民図書館 2 階多目的ルーム）

定　員 午前・午後各 30 名 （申し込み必要）

参加費 無料

主　催 わかやま楽落会 090-9864-1344

 katoku0716@outlook.jp

 申し込みは右のQRコードからどうぞ。

日　程 12 月 9 日（土）13:30 ～ 15:00

場　所 和歌山県立図書館・文化情報センター

内　容 笑福亭呂好さんから、落語の所作・小話などを学びます

定　員 小中学生と保護者 20 名（定員に余裕があれば大人の参加可能）

 前日までにお申し込みください。

参加費 資料代 500 円（大人のみの参加の場合は 1,000 円）

主　催 わかやま楽落会 090-9864-1344

 katoku0716@outlook.jp

　このコーナーでは、和歌山市 NPO・ボランティア推進協議会に所属して

いる NPO・ボランティア団体から提供されたイベント等の情報を不定期に

お届けしています。

わかやまSDGsパートナーシップ基金へのご寄附のお願い
みんなの力でSDGs実現を！

　国連で採択された「SDGs（持続可能な開発目標）」の達成には、世界
のあらゆる国、あらゆる主体が参画することが求められています。ここ
和歌山の地で、SDGs 達成に向けた取り組みを進める産・官・学・民の
連携を進めるための基金「わかやま SDGs パートナーシップ基金」を運
用しています。
　今年度は、SDGs ゴール 14「海の豊かさを守ろう」、ゴール 15「陸の
豊かさも守ろう」に向けて活動する県内の NPO・ボランティア団体を応
援します。

みなさんのご寄附が和歌山県内の環境保全に役立ちます！

チャイとコーヒーとクラフトビール
海南市冷水 354
営業やイベント等に関する情報はウェブ
サイトをご覧ください。
https://reshimizuura.jp/

1. 本事業の趣旨に賛同いただいた和歌山県内外の個人・企業のみなさまから、1口
　3,000 円 でご寄附のご協力をお願いします。
　昨年度は 70 組の方から合計 224,000 円のご協力をいただきました。

2. 集まったご寄附の額を元に助成事業枠を設定し、支援を希望する NPO・ボランティ
　ア団体の募集を行います。
　昨年度は 3 万円 ×10 団体＝合計 30 万円の助成枠を設定し、募集を実施。36 件の
　ご応募をいただきました。

3. わかやま NPO センターが設置する審査委員会（外部委員を含みます）による審査
　をおこない、支援の優先度合いが高いと判断された団体に助成を実施します。
　支援件数はご寄附の集約状況により変動しますが、今年度も 3 万円 ×10 団体程度
　の支援を計画しています。

事業の流れ

▶ 1 口 3,000 円から受け付けます。現金によるお支払いのほか、銀行振込（振込手数料
　はご負担ください）、　クレジットカード決済（振込手数料はかかりません）がご利用
　いただけます。
▶ 次年度以降も継続してご支援いただける場合は銀行口座からの自動引落、クレジット
　カードからの継続決済のご利用が可能です。詳しくはお問い合わせください。
▶ 本基金へのご寄附は寄附金税制の対象となります。個人の方は確定申告により税額控
　除が、法人の方は損金算入限度額の引き上げが適用されます。

ご支援の方法

4. ご寄附いただいた方には、翌年 1 月頃に「寄附金受領証明書」をお送りします。確定
　申告により所得税等の控除が受けられます。

　※ 来年の確定申告での控除の対象となるのは、今年 12 月末までにわかやま NPO セ
　ンターに入金いただいたご寄附です。クレジットカード決済は入金まで時間がかかる
　ため、来年の確定申告での控除をご希望の場合は、恐れ入りますが今年 12 月末日ま
　でに入金される銀行振り込み等の手続きをご利用ください。

5. 事業終了後、各助成先の取り組みを公開します。

　くわしくは専用ウェブサイトをご覧ください。クレジットカード決済による
ご寄附申し込みフォームもございます（右下QRコードからアクセスできます）。

　https://congrant.com/project/wakayamanpoc/7170

【運営】
　認定特定非営利活動法人わかやまNPOセンター
　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12
　TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355　E-mail info@wnc.jp
　【事務所不在時、電話は和歌山県NPOサポートセンターに転送されます】

こ

あ
ま
ね

縁あるみなさんと縁あるみなさんと

子育て中のママも集まるカフェ子育て中のママも集まるカフェ

日常的に修繕がある風景日常的に修繕がある風景


